
 

 
 

レジリエンスを高め続けるために… 

１１月も終わりに近づき、冬らしい天候や気温になりましたね。先日の道徳研究発表会では、保護者の皆様は

もちろん、大勢の教職員に見守られながら全学年授業公開を行いました。どの学年の児童も自分事として考え、

友達や教師のさまざまな意見に触れながら学びを深めていました。 

本校では、児童のレジリエンスを高めていくために４月からさまざまな取り組みを行っています。今回はご家

庭でも意識してできる「気晴らしの５つの方法」を紹介します。寒くなってきたり天候が悪かったりすると、人

はネガティブな感情にとらわれやすくなります。その感情を心の成長に生かし、レジリエンスを高めるためには、

気晴らしの方法を知り、実践することが大切です。ぜひ親子で話し合い、体験してみてください（＾＾） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートのご協力お願いいたします！ 

 火曜日に、道徳教育に関するアンケートを子どもたちに持たせました。前回同様、電子媒体（QR コード）で

も回答できるようになっています。封筒には従来の紙媒体も同封しましたので、ご都合の良い方を利用してくだ

さい。今後のよりよい道徳教育を行うための参考にさせていただくため、お手数ですがお子さん一人につき一枚

提出をお願いします。締め切りは１２月８日（金）です。 

 

授業のようす、紹介します（＾＾） 

今回は４年生の授業の様子を紹介します。「お母さんのせいきゅう書」というお話から、家族を敬愛し、家族

みんなで協力し合って楽しい家庭をつくろうとする態度を培いました。また、今回は保護者の方に協力していた

だき、日頃子どもにどんな思いを持っているか事前にタブレット端末に録画してもらいました。授業の後半に視

聴し、４年生は心のこもった動画から家族の無私の愛に気付き、自分なりに今後の家族への思いや関わり方を具

体的にイメージし、考え深めることができました。 
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